
内
容
見
本

熱
田
神
宮
編 神

代
か
ら
仁
賢
天
皇
ま
で
冒
頭
十
五
巻
を
所
収
、

う
ち
神
武
天
皇
か
ら
神
功
皇
后
ま
で
の
七
巻
が
現
存
最
古
！

三
種
の
神
器
の
一
つ
草
薙
神
剣
を
祀
る
熱
田
神
宮
、

そ
こ
に
伝
わ
る
日
本
最
古
の
正
史
を
初
公
刊

【
高
精
細
カ
ラ
ー
版
】
迫
力
の
大
型
本
で
体
感
す
る

初
公
刊

重
要
文
化
財

全
３
冊

あ
　
つ

た

ぼ
　
ん

に

ほ
　
ん

し
　
ょ

き

原
本
調
査
を
ふ
ま
え
た
、
多
角
的
な
解
説
を
収
録

〔
書
誌
〕
荊
木
美
行
・
遠
藤
慶
太
〔
熱
田
社
史
〕
野
村
辰
美
・
福
井
款
彦

〔
訓
点
〕
木
田
章
義
・
大
槻　

信
〔
料
紙
〕
渡
辺　

滋

12
月
刊
行



熱
田
神
宮

刊
行
の
辞
　�

熱
田
神
宮
宮
司

小
串
和
夫

　

三
種
の
神
器
の
一
つ
草く
さ

薙な
ぎ
の

神み
つ

剣る
ぎ

を
奉
齋

す
る
熱
田
神
宮
は
創
祀
以
来
一
千
九
百
余
年

の
長
い
歴
史
を
誇
り
、
約
六
千
点
の
宝
物
が

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も「
熱

田
本
」
と
し
て
知
ら
れ
る
『
日
本
書
紀
』
は
、

　

熱
田
神
宮
は
皇
位
継
承
の
御み
し

璽る
し

で
あ
る
「
三
種
神
器
」
の

一
つ
草く
さ

薙な
ぎ
の

神み
つ

剣る
ぎ

を
祀
り
、
伊
勢
の
神
宮
に
次
ぐ
由
緒
あ
る

大
社
。
年
間
十
三
度
の
特
殊
神
事
を
含
め
て
七
十
余
度
の
祭

典
が
永
永
と
承
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
は
東
夷
平
定
後
に
尾
張
国
造
の
館
に
留
ま
っ
て
、

そ
の
女
、
宮み
や

簀す

媛ひ
め

を
妃
と
し
た
が
、
や
が
て
神
剣
を
そ
こ
に

置
い
た
ま
ま
近
江
（
滋
賀
県
）
伊い

吹ぶ
き

山や
ま

に
向
か
い
、
病
に
罹

り
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
宮
簀
媛
は
熱
田
の
地
に
社
を
建
て
、

神
剣
を
奉
齋
し
た
の
が
熱
田
神
宮
の
創
祀
で
あ
る
。
そ
の
後
、

一
時
神
剣
は
皇
居
に
留
め
ら
れ
た
が
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）

六
月
勅
に
よ
り
熱
田
に
還
座
し
て
今
日
に
至
る
。

　

平
安
時
代
の
延え
ん

喜ぎ

の
制
で
は
名
み
ょ
う

神じ
ん

大た
い

社し
ゃ

に
列
し
、
正
一
位

に
昇
叙
。
源
頼
朝
ら
武
家
か
ら
の
崇
敬
も
厚
く
、
足
利
・
織

田
・
豊
臣
・
徳
川
の
諸
氏
い
ず
れ
も
尊
崇
し
て
社
殿
の
修
築

な
ど
積
極
的
に
行
っ
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
官か
ん

幣ぺ
い

大た
い

社し
ゃ

に
列
し
、大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
勅
ち
ょ
く

祭さ
い

社し
ゃ

に
治
定
さ
れ
た
。

　

鎮
座
地
は
名
古
屋
の
南
、
熱
田
台
地
の
南
端
に
位
置
し
、

周
辺
に
は
東
海
地
方
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
、
宮
簀
媛
の
墓

と
伝
え
る
断だ
ん

夫ぷ

山さ
ん

古こ

墳ふ
ん

や
、
日
本
武
尊
の
御
陵
と
い
う
白
鳥

古
墳
が
あ
る
。
こ
の
地
は
ま
た
、
熊
野
、
富
士
と
と
も
に
蓬

萊
の
地
（
神
仙
の
住
む
と
い
う
霊
山
）
に
見
立
て
ら
れ
、
中

世
に
は
蓬
萊
宮
と
し
て
の
信
仰
が
生
ま
れ
た
。

　

近
世
の
熱
田
の
町
は
「
宮
」
と
も
呼
ば
れ
る
宿
駅
、
東
海

道
交
通
の
要
所
と
し
て
発
展
、
今
な
お
神
宮
は
名
古
屋
有
数

の
交
通
量
の
多
い
道
路
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
神
宮
の
境
内

は
、
樹
齢
一
千
年
前
後
の
楠
が
数
本
あ
る
ほ
か
、「
不な
ら

実ず
の

梅う
め

」

や
「
太た

郎ろ
う

庵あ
ん

椿つ
ば
き」
な
ど
の
名
木
が
あ
り
、
市
民
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
中
央
に
建
つ
宝
物
館
で
は
熱
田

本
『
日
本
書
紀
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
神
宮
の
歴
史
と
信
仰

を
物
語
る
約
六
千
点
の
宝
物
が
逐
次
入
れ
替
え
ら
れ
展
示
さ

れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
の
写
本
と
い
わ
れ
、
全
三
十
巻
の
う
ち
冒
頭
十
五
巻

（
巻
第
十
一
欠
）
を
伝
え
る
も
の
で
、
日
本
書
紀
校
合
上
重
要
な
位
置
を
し

め
る
も
の
で
あ
り
、
昭
和
二
十
四
年
に
国
宝
（
現
重
要
文
化
財
）
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

附
の
寄
進
状
に
拠
れ
ば
、
南
北
朝
時
代
の
永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
に

権
宮
司
で
祝
師
で
あ
っ
た
田た

島じ
ま

仲な
か

宗む
ね

の
所
望
に
よ
り
、
熱
田
亀
井
山
円え
ん

福ぷ
く

寺じ

の
二
世
厳ご
ん

阿あ

上
人
が
奔
走
し
て
同
寺
の
本
寺
で
あ
る
京
都
四
条
の
金こ
ん

蓮れ
ん

寺じ

の
四
世
浄じ
ょ

阿う
あ

上
人
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
四
世
浄
阿

上
人
は
足
利
尊
氏
の
伯
父
で
円
福
寺
の
一
世
厳
阿
上
人
同
人
と
の
伝
え
が

あ
っ
た
こ
と
は
恩
師
鎌
田
純
一
先
生
の
調
査
に
詳
し
い
の
で
す
が
、
そ
の

奉
納
経
緯
等
の
確
か
な
も
の
と
し
て
も
貴
重
な
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

嘗
て
紀
元
二
千
六
百
年
の
記
念
と
し
て
巻
第
三
の
神
武
天
皇
紀
の
複
製

本
を
世
に
出
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
巻
に
つ
い
て
は
今
回
が
初

め
て
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
最
新
の
高
精
細
カ
ラ
ー
印
刷
に
よ
る
も
の
で
、

墨
や
朱
の
濃
淡
は
も
と
よ
り
、
料
紙
の
質
感
ま
で
が
見
事
に
再
現
さ
れ
て

お
り
、
原
本
を
間
近
に
見
る
よ
う
で
あ
り
、
解
説
に
は
先
学
の
研
究
を
踏

ま
え
、
最
新
多
角
的
に
し
て
詳
細
な
研
究
成
果
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
ま

こ
と
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
刊
行
は
創
祀
一
千
九
百
年
の
記
念
を
も
籠
め
た
も
の
で
す
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
次
代
に
伝
え
る
文
化
財
の
劣
化
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
出
来
、
熱
田
本
日
本
書
紀
の
研
究
が
尚
一
層
進
展
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

弥
々
御
神
徳
の
発
揚
に
も
つ
な
が
り
日
々
神
明
に
奉
仕
す
る
者
と
し
て
も

望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

研
究
者
は
も
と
よ
り
各
方
面
の
皆
様
方
に
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
刊
行
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

2



本
文
を
復
元
す
る
醍
醐
味�

【
書
誌
解
説
】
遠
藤
慶
太

う
ば
る
）」
な
ど
は
日
本
書
紀
に
の
み
使
用
さ
れ
、
古
訓
特
有
語
と
さ
れ
る
が
、

「
椀
（
ま
り
）・
礼
（
ゐ
や
）・
訛
（
よ
こ
な
ま
る
）・
弁
（
わ
き
だ
む
）・
父
母

（
か
ぞ
い
ろ
は
）・
肖
（
あ
ゆ
）」
の
よ
う
に
そ
の
後
も
使
わ
れ
続
け
た
語
も
多
い
。

特
に
『
類
聚
名
義
抄
』
の
よ
う
な
古
辞
書
、
ま
た
「
漢
文
訓
読
語
」
と
の
共
通

性
が
あ
り
、
古
訓
が
奈
良
時
代
の
古
い
語
彙
・
語
法
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

今
回
、
カ
ラ
ー
版
で
刊
行
さ
れ
る
熱
田
本
は
、
巻
第
一
か
ら
巻
第
十
五
ま
で

の
十
四
巻
で
あ
る
が
（
巻
第
十
一
欠
）、
巻
第
三
か
ら
巻
第
九
ま
で
は
最
古
の
写

本
と
な
る
。
そ
の
古
訓
は
諸
本
と
共
通
す
る
も
の
も
多
い
が
、
現
行
註
釈
書
が

拠
る
寛
文
版
や
兼
右
本
と
は
異
な
る
訓
も
あ
る
。
例
え
ば
「
跨
レ

虵
」（
巻
第
七

景
行
紀
）
の
「
跨
」
は
、
本
書
は
マ
タ
コ
ヘ
テ
で
あ
る
が
、
マ
タ
ガ
ル
の
訓
を

も
つ
本
も
あ
り
、「
ま
た
ぐ
・
ま
た
が
る
・
ま
た
こ
ゆ
」
の
三
語
が
あ
っ
た
ら

し
い
。
ま
た
「
遠
近
」（
巻
第
十
五
仁
賢
紀
）
は
、
本
書
は
「
ヒ
ナ
ミ
ヤ
コ
」
で

あ
る
が
、兼
右
本
は
ミ
ヤ
コ
ヒ
ナ
で
あ
る
。「
翠
嶺
万
重
」（
巻
第
七
）の「
万
重
」は
、

本
書
は
ト
ヲ
ク
カ
サ
ナ
レ
リ
で
あ
る（
5
頁
に
図
版
）。
他
本
は
ヨ
ロ
ツ
ヘ（
ナ
リ
）

で
、
字
面
に
惹
か
れ
た
訓
の
よ
う
で
あ
る
。
と
も
に
本
書
の
訓
が
自
然
で
あ
る
。

　

古
訓
は
、
発
展
過
程
に
検
討
の
余
地
が
残
る
が
、
勅
命
に
よ
っ
て
何
度
か
開

催
さ
れ
た
講
筵
の
際
の
訓
読
法
を
基
盤
と
し
て
い
る
ら
し
く
、
か
な
り
の
信
頼

が
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
語
史
や
諸
本

関
係
を
探
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
料
で

あ
る
。
本
書
の
刊
行
を
機
会
に
古
訓
の
研
究

が
進
め
ば
、
古
代
日
本
語
の
様
相
だ
け
で
な

く
、
諸
本
の
関
係
も
一
層
明
ら
か
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
国
語
学
）

　

日
本
書
紀
の
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
語
彙
は
「
日

本
書
紀
古
訓
」
と
呼
ば
れ
、
辞
書
の
項
目
と
し
て
、

ま
た
用
例
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
古

訓
に
つ
い
て
の
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

「
左
右
（
も
と
こ
）・
屯
集
（
い
は
む
）・
要
害
（
ぬ

み
）・
悉
（
ふ
つ
く
に
）・
誘
（
を
こ
つ
る
）・
似
（
た

ら
し
合
わ
せ
て
、
正
し
い
テ
キ
ス
ト
を
復
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
地
道
な
基
本
作
業
を
お
こ
な
う
と
き
に
古
い
写
本
、
そ
れ
も
原
本
の
姿

を
伝
え
る
鮮
明
な
画
像
が
あ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
助
け
に
な
る
こ
と
か
想
像
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

た
と
え
ば
熱
田
本
日
本
書
紀
の
場
合
、
巻
第
九
・
神
功
皇
后
紀
は
現
存
最
古

の
日
本
書
紀
写
本
に
な
る
。
神
功
紀
に
は
三
国
志
（
魏
志
倭
人
伝
）
を
引
用
す

る
箇
所
が
あ
り
、
神
功
皇
后
の
年
代
を
卑
弥
呼
の
三
世
紀
に
あ
て
た
こ
と
で
有

名
で
あ
る
。
邪
馬
台
国
論
争
で
も
採
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
書
紀
が
引
く
三
国
志
と
、
現
行
の
三
国
志
で
は
文
字
が
異
な

る
。邪
馬
台
国
の
使
節
を
迎
え
入
れ
た
帯
方
郡
の
太
守
の
人
名
が
そ
れ
ぞ
れ「
鄧

夏
」「
劉
夏
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鄧
と
劉
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
。

　

こ
こ
で
熱
田
本
を
み
る
と
、
現
行
の
日
本
書
紀
で
「
鄧
」
と
読
ん
で
い
る
の

が
、じ
つ
は
異
体
字
の
「
劉
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
三
国
志
は
「
劉
夏
」

で
あ
る
の
で
、
や
は
り
日
本
書
紀
は
き
ち
ん
と
三
国
志
を
引
用
し
て
い
た
。
そ

し
て
熱
田
本
日
本
書
紀
の
み
が
、
正
し
い
文
字
を
伝
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

の
で
あ
る
。

　

じ
つ
に
小
さ
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
本
文

を
再
建
す
る
基
本
作
業
で
あ
る
。
そ
し
て
古
写
本
の
価
値
と
は
、
広
く
ゆ
き
わ

た
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
誤
り
を
是
正
で
き

る
点
に
あ
る
の
だ
。

　

鮮
明
な
図
版
を
手
許
に
お
い
て
、
現
在
ま

で
日
本
書
紀
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
歳
月
を

思
い
、
奈
良
時
代
の
も
と
の
姿
に
迫
っ
て
ゆ

く
。
高
精
細
の
影
印
が
日
本
史
の
研
究
に
も

た
ら
す
効
果
は
は
か
り
知
れ
な
い
。

�

（
皇
學
館
大
学
准
教
授
・
日
本
古
代
史
）

　

日
本
書
紀
は
奈
良
時
代
編
纂
当
時
の
テ
キ
ス
ト

が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
書
き
写
さ
れ
、

読
み
継
が
れ
る
な
か
で
一
千
三
百
年
近
い
歳
月
を

乗
り
越
え
て
き
た
書
物
で
あ
る
。
も
し
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
日
本
書
紀
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
今

あ
る
本
と
古
い
写
本
を
比
べ
、
文
字
の
違
い
を
照

古
代
日
本
語
を
探
る
基
本
資
料�

【
訓
点
解
説
】
木
田
章
義

解説執筆者が語る みどころ

3



118

（1）

巻第二　神代下　〔第九段〕正文

高精細カラー版　印刷見本 用紙・サイズ・色等、製品版と同様です
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独自の傍訓（巻第3　神武天皇即位前紀戊午年6月条）
数ある日本書記の写本の中でも熱田本にしか載せない傍訓があ
る。「韴」には「所申反」という漢字の発音を示した反切や、「唯々」
には「越々」という万葉仮名が振られている。

独自の私記説（巻第5　崇神天皇6年条）
熱田本の傍注には他の日本書紀の写本にはない独自の私記が確認
できる。本文の「流離」の傍注に「サ爪ラヘヌ」と記され、上の
欄外にも「百姓流離」の注として「サ爪ラヘヌ私記説」とみえる。

卜部本系統写本としての熱田本（巻第9　奥書）
奥書の記載から、卜部兼熙が応安 5年（1372）から翌年にかけて
巻第 9を書写・校合した卜部本系統の写本であること、京都金蓮
寺の 4代浄阿が熱田神宮に熱田本を奉納したことが判明する。

八岐大蛇神話と草薙剣
（巻第1下　神代上第8段一書第二・三）

八岐大蛇神話は記紀神話の中でも特に有名であ
る。素戔嗚尊は暴虐な八岐大蛇を酒で眠らせ、
その間に斬り殺した。尾を斬ると剣の刃が欠け、
開いてみると剣（草薙剣）が出てきたという話
である。
左に掲げた記載によると、この草薙剣は古代に
おいては熱田神宮の祝部（神職）によって祀ら
れているとみえる。熱田神宮は現在も草薙剣を
御神体として祀っている。

日本書紀最古の古訓（巻第7　景行天皇40年是歳条）　
熱田本には日本書紀の最古の写本が含まれ、そこには古訓が記さ
れる。熱田本では「万重」に「トヲクカサナレリ」と訓を振るが、
他の写本では「ヨロツヘ（ナリ）」と記し、熱田本の訓を採るべ
きであろう（本内容見本 3頁参照）。

熱田本を読む 数ある日本書紀写本のなかでも最古の7巻を含む熱
田本には、独自の古訓など、みどころ満載！

5



多様な写真 紙背の和歌懐紙全163点、透過光写真、顕微鏡写真など、
熱田本日本書紀を理解するためのあらゆる図版を収録

料紙の表面加工と墨のノリ
下地に塗布された白色顔料層の部分的
な剝離によって、そのうえに書かれた
墨も剝離している。
上図）巻第 1第 2紙 表（『日本書紀』面）
下図）巻第 9第 1紙 表（『日本書紀』面）

漉返紙の痕跡
繊維間に墨痕が認められることから、
漉返紙に書写されていることが分かる。
上図）巻第 1第 1紙 表（『日本書紀』面）
下図）寄進状

和歌懐紙

透過光写真 顕微鏡写真

異体字「幸」の訂正（巻第3神武紀）
「幸」の異体字「 」から「幸」に訂正している。異体字
「 」は『日本書紀』田中本（平安初期写、奈良国立博物館蔵）
のような古い写本にみられるが、なじみがない字形なの
で、通用の字形に訂正をしたとみられる。

上図　浄阿（巻第 3第 1紙）
左図　従三位為重（巻第 3第 2紙）

6



　１）こだわりの原本撮影
　影印版は写真原稿が命！
　原稿となる写真が影印出版に適したものでないと、高精細カラー版
は実現できません。では、影印出版に適した写真原稿とは？　カメラ
の精度とカメラマンの撮影技術が高いことはもちろんですが、影印仕
様に特化した様々なポイントがあります。
　①高透明度のガラス版を使用し、撮影原本の水平を維持
　②左右にストロボ光源を配した二投光式で均一なライティング
　③頁毎のトリミングなど実際の仕上がりを想定したカット割り
より高精度な影印出版の実現のために、八木書店では編集担当者の立
ち会いのもと、影印出版に最適な原本の写真撮影を行います。

　２）レイアウトだって気を抜きません
　本を読みやすくするために、組版（レイアウト）は大切な作業です。
Adobe InDesign という組版ソフトを使い、影印本文のトリミング、柱・
丁付・紙数等の割付を行い、印刷所へデータ入稿します。
　影印本文各頁の柱・脚注には、書名・巻次・年月日・紙数等を掲出
します。その他、裏書がある場合は本文と相互対照できるよう頭注表
示するなど、利用の便を図ります。トリミングには細心の注意を払い、
両端行を前後頁で重複させて、巻子本のつながりを確認できるように
します。

　３）最新技術＆プロによる製版・印刷
　影印出版に欠かせないのが「製版」の技術です。印刷を担当する奈
良・天理時報社では、1971 年刊行開始の旧「天理図書館善本叢書」以来、
数十年にわたり培ってきたノウハウをもとに製版します。製版システ
ムは最新のイクオス・スーパーセル（260 線）を採用しています。
　高精細カラー版で肝となるのが、原本との色合わせ。八木書店の影
印版では、色校正は「本機校正」つまり実際の印刷機・印刷用紙で印
刷した校正紙で点検し、原本との照合を数度行います。
　印刷工程には編集者が立ち会い、最終調整で刷り出しを確認をした
うえで、実際の印刷を行います。印刷機は最新のハイブリッドＵＶシ
ステムを採用。速乾性があり、色合わせの判断・調整が格段に向上し
ました。

　４）職人技を駆使した製本
　影印出版では、図書館・研究者など長年の連用に耐える本作りが欠
かせません。そのために糸かがり、上製クロス装とし、堅牢にして日
常の連用・長期保存に耐える製本とします。
　製本は特殊製本を手がける東京・博勝堂が担当。『熱田本日本書紀』
では菊倍判（304 × 218㎜）という大きな判型を採用。こうした特殊な製
本では、熟練の手作業が必要となります。

５）長い工程を経て完成です！　美しい版面を是非ご堪能ください

製作現場
けんがく
ツアー 【高精細カラー版】

熱田本日本書紀ができるまで
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●重要文化財の写本を初公刊
　永和元年（1375）から永和 3 年（1377）にかけて熱田神宮に奉納された、重要文化財「熱田

本 日本書紀」冒頭 15 巻（巻第 11 欠）を初公刊。うち 7 巻（巻第 3 ～ 9）は現存最古。
●本文校訂の資料
　翻刻テキストの底本として広く使われている日本古典文学大系本『日本書紀』の底本「卜

部兼右本」よりも書写年代が古く、本文を再検討する重要な資料に。
●未知なる訓点資料
　朱・墨の古訓を多数載せており、日本語の伝来・形成の過程を知る手がかりに。
●中世文芸を知る和歌資料
　紙背にある室町時代の和歌懐紙 163 点を全点掲載。日本書紀奉納者である金蓮寺四世浄阿

を中心として催された歌会の歌を記す。当該期の文芸を知る貴重な文献。

【ご購入の案内】全3冊　ISBN978-4-8406-2216-5（セット）
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熱田本 日本書紀の特長

●原本を忠実に再現
　原本撮影、原本との色校正、印刷時の立ち合い点検等、徹底した品質管理により、墨朱濃

淡、微妙な彩色、微細な訓点、料紙の紙継・補修痕、擦消し・書き込み修正など本文校訂
の様相等々、豊富な原本の情報を忠実に再現。

●迫力の大型本
　判型は大型の菊倍判（304 × 218㎜）を採用。迫力の大画像で原本を体感する。
●原本調査をふまえた多角的な解説
　書誌・熱田神宮の歴史・訓点・料紙など、各専門家が原本調査をふまえた書き下ろしの多

角的な解説を収録。

高精細カラー版の特長

ご購読者全員に特製カレンダー
「熱田神宮 名宝選」プレゼント

ご購読者全員へもれなく2018年八木書店特製カレンダー（非売品）
をプレゼントいたします。ご購入の『熱田本日本書紀』に挟み込まれ
ている応募はがきに、住所・氏名・名前・ご感想を記入のうえ、投函
ください。後日、郵送いたします。【申込期限：2018年3月末日まで】
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〔図〕表袴 白窼霰文二重織（p.1,3,5-8 中央）・小串和夫宮司（p.2）・熱田神宮本宮拝殿（p.2）・単 萌黄繁菱文固綾織（p.2,3,8 上下）すべて熱田神宮所蔵・提供


